研究協力依頼書　※作成例	Comment by 作成者: この文例は授業内での質問紙調査を想定した一例であり、研究内容に応じて適宜修正してください。

研究課題名「大学生の大学生活への適応と学習経験に関する研究」	Comment by 作成者: 研究課題名は、倫理審査の承認番号と紐づけるための重要な情報となりますので、原則として申請書1.課題名を記載してください。
※本研究は、名古屋市立大学大学院人間文化研究科研究倫理委員会の承認を経たうえで行われるものです。

研究の背景・必要性・目的	Comment by 作成者: 申請書8.目的・必要性・意義・予測される利益に基づいて記載してください。
専門用語の多用は避け、研究協力者が理解できるような言葉で簡潔に記載してください。
　大学生は、授業への参加や友人関係の形成、進路選択など様々な経験を通して大学生活を送っています。しかし、大学生活への適応の程度や学習経験のあり方には個人差があり、その背景には様々な要因が関係していると考えられます。本研究では、質問紙調査を通して、大学生活への適応や学習経験に関する実態を明らかにし、それらに関連する要因について検討することを目的としています。本研究で得られた知見は、大学における学生支援や教育環境の改善に役立つことが期待されます。

研究の方法	Comment by 作成者: 申請書9.研究方法に基づいて、研究協力者が理解しやすい言葉で記載してください。
・研究の具体的な方法（研究対象者、研究対象者への介入方法など）
・研究協力者にご協力いただく内容
・研究協力者が研究に協力する場所、期間、時間
　本研究では、大学生を対象として質問紙調査を実施します。調査では、大学生活への適応状況や学習経験、日頃の学習への取り組みなどについておたずねします。調査は授業時間の一部を利用して実施し、回答に要する時間は10～15分程度を予定しています。質問紙は無記名であり、氏名や学籍番号など個人を直接特定できる情報は収集しません。回答いただいた内容は統計的に集計し、大学生の大学生活への適応や学習経験の特徴について検討します。
　回答後の質問紙は、授業終了後に回収させていただきます。後日提出を希望される場合は、○○研究室（1-○○○）に設置されている回収箱に投函していただくことも可能です。なお、調査への参加を希望されない場合は回答する必要はありません。

研究に参加することの任意性	Comment by 作成者: 以下の内容を含めてください
・研究の参加は任意であり、強制ではないこと。
・研究の参加を拒否したことにより、不利益を被ることがないこと（学生の場合には、成績評価等について不利益を被ることがないことなど）
・研究への参加を中断することができること。
・研究の参加に同意後であっても、同意を撤回することができること。

同意撤回に関して条件がある場合は、その内容を記載してください。
＜例＞
・匿名での回収（質問紙調査など）であるため、回収後には同意の撤回ができない
・個人との対応関係が失われるような形での匿名化をするため（対応表も作らず、逐語録作成後に録音データも破棄するなど），匿名化後はデータの削除ができない
・学会発表や学術論文等での成果公表後は、公表済みの内容を削除できない
・実施後○か月を超えると削除ができない
　研究への参加は自由意思によるものです。調査への参加を希望されない場合は回答する必要はなく、提出せずに終了することができます。この研究への参加・不参加が授業成績等の評価に影響することはなく、参加しないことでの不利益も一切ありません。また、授業担当教員が個々の参加状況や回答内容を確認することはありません。回答したくない質問があった場合は、その質問への回答を省略することができ、回答の途中であっても、いつでも研究への参加を中止することができます。
　本研究の内容をご理解いただいたうえで、研究への参加に同意される場合は質問紙への回答をお願いします。質問紙の提出をもって、本研究への参加に同意いただいたものとみなします。
本調査は無記名で実施するため、質問紙の提出後は、どの回答がどなたのものかを特定することができません。そのため、質問紙の提出後に同意を撤回したり、ご自身の回答データのみを削除したりすることはできません。

研究に参加することによる利益と負担・不利益およびそれへの対応	Comment by 作成者: 申請書12.研究協力者の研究協力による利益および謝礼の中の、利益部分に基づいて記載してください。謝礼・謝金は利益ではありませんので、別途記載してください。
申請書13.研究協力者への影響に基づいて、身体的・精神的負担及びその他予測されるリスクと対応措置について記載してください。
　本研究への参加による直接的な利益はありませんが、ご自身の大学生活や学習経験について振り返る機会となる可能性があります。
本研究では、大学生活への適応状況や学習経験などに関する質問に回答していただきます。質問の内容によっては、ご自身の大学生活や学習状況を振り返ることにより、一時的に心理的な負担を感じる可能性があります。回答したくない質問には回答する必要はありません。また、回答の途中であっても回答を中止することができます。研究への参加を希望されない場合には、質問紙を提出する必要はありません。
なお、回答後に不安や悩みが生じた場合には、大学の学生相談室や保健管理センター等の相談窓口を利用することができます。必要に応じて研究代表者から相談窓口に関する情報を提供します。

個人に関する情報の取り扱い	Comment by 作成者: 申請書15.資料の匿名化等、申請書18.資料の保存に基づいて記載してください。
・匿名化の方法と時期、対応表の有無やその保管方法
・研究データの保管方法と保管期間および廃棄方法
・データの種類によって保管期間が異なる場合（録音データは削除し、逐語録のみ保管する等）は、それが分かるように記載する

保管期限は、2015年に日本学術会議で答申されたように、「論文等の形で発表された研究成果のもととなった実験データ等の研究資料は、当該論文等の発表から10年間の保存を原則とする」とされています。
　本調査は無記名で実施するため、氏名や学籍番号など個人を直接特定できる情報は収集しません。収集した回答データは研究目的のみに使用し、それ以外の目的で利用することはありません。また、研究成果を学会発表や学術論文等で公表する際には、統計的に集計した結果のみを使用し、個人が特定されることはありません。
収集した質問紙は、○○研究室の鍵のかかるロッカーにて保管します。入力後のデータは、パスワードを設定した電子媒体等で適切に管理し、研究代表者および共同研究者のみが閲覧できるようにします。質問紙および入力後のデータは研究終了後10年間保管した後、復元できない方法で削除・廃棄します。

研究に関する成果の公表および情報の開示	Comment by 作成者: 成果の公表方法（学会発表、学術論文等）について記載してください。
研究協力者からの質問に回答する準備があることを記載してください。
結果を開示する場合には、その内容や方法について記載してください。
　本研究の成果は、学会発表や学術論文等において公表する予定です。公表にあたっては、個人が特定されることがないよう十分に配慮します。
何かご不明な点やご質問がございましたら、問い合わせ先までご連絡ください。研究代表者が回答いたします。また、本研究の結果の概要について開示を希望される場合には、研究終了後に研究代表者までお問い合わせください。希望者には、研究全体の結果の概要をお知らせします。

研究協力者への謝礼	Comment by 作成者: 謝礼がある場合には、その内容を記載してください。
　調査の協力に対する謝礼はございません。

利益相反の管理	Comment by 作成者: 利益相反が生じない場合には、「本研究の遂行に関して、開示すべき利益相反はありません。」と記載してください。
　本研究に関して、開示すべき利益相反はありません。

研究者の氏名・所属および問い合わせ先	Comment by 作成者: 研究代表者が誰かを明確にし、その問い合わせ先を記載してください。
大学院生の場合は、指導教員の氏名・所属・連絡先を記載してください。
共同研究者がいる場合は、氏名・所属・連絡先を記載してください。
研究代表者
名古屋市立大学大学院人間文化研究科　博士前期課程○年　○○ ○○
住所：名古屋市瑞穂区瑞穂町山の畑1 名古屋市立大学大学院人間文化研究科 ○○研究室
E-Mail：○○○@○○.ac.jp

指導教員
名古屋市立大学大学院人間文化研究科　教授　○○ ○○
E-Mail：○○○@○○.ac.jp

※この依頼書は提出時に取り外して、保存してください。
